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は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
暮
ら
す
人
々
が
、
環
境
保

護
に
つ
い
て
、
ど
の
レ
ベ
ル
の
政
府
に
政
策
を
決
定
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
の
か
を
、
最
新
の
世
論
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
市
民
の
持
つ
意
識
・
選

好
は
、
性
別
、
年
齢
、
所
得
と
い
っ
た
社
会
学
的
属
性
や
被
験
者
が

暮
ら
し
て
い
る
地
域
な
ど
に
よ
っ
て
統
計
学
的
な
違
い
が
あ
る
の
か

に
つ
い
て
も
実
証
分
析
す
る
。

ど
の
レ
ベ
ル
の
政
府
が
ど
の
政
策
を
最
も
効
率
良
く
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
経
済
学
の
分
野
で
は
財
政

連
邦
制
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
で
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
はO

ates

（1972

）、Sam
uelson

（1954

）、

そ
し
て
、T

iebout

（1956

）
の
研
究
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
こ
う

し
た
理
論
的
な
研
究
で
は
な
く
、
財
政
連
邦
制
に
つ
い
て
人
々
が
ど

の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
探
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

世
論
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
実
証
的
に
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

あ
る
社
会
的
な
問
題
に
つ
い
て
人
々
の
意
見
や
態
度
を
調
査
す
る
世

論
調
査
（public opinion poll

）
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ

で
成
立
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
大
谷
ほ
か 

二
〇
〇
五
）。
そ
の

後
、
ロ
ナ
ル
ド
・
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
（Ronald Inglehart

）
の
世

界
価
値
観
調
査
（W

orld V
alues Survey

）
や
Ｅ
Ｕ
が
定
期
的
に

実
施
し
て
い
る
ユ
ー
ロ
・
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
（Eurobarom

eter

）、

猪
口
孝
の
ア
ジ
ア
・
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
（A

sia Barom
eter

）
な
ど
、

世
界
中
に
多
く
の
世
論
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
存
在
し
て
い
る
。

財
政
連
邦
制
に
つ
い
て
世
論
調
査
を
用
い
て
分
析
し
た
先
行
研
究

第
Ⅰ
部 
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
か
ら
み
た
健
康
と
環
境

環
境
問
題
と
財
政
連
邦
制
に
対
す
る
人
々
の
意
識

―
―
人
々
は
ど
の
レ
ベ
ル
の
行
政
機
関
が
環
境
問
題
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
？

藤
井
誠
二
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の
一
つ
と
し
て
、D

eBardeleben

（2003

）
は
、
ロ
シ
ア
市
民
の

財
政
連
邦
制
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
理
解
度
を
調
査
し
て
い

る
。
ま
た
、Inglehart

（1970

）
は
、
必
ず
し
も
財
政
連
邦
制
に
関

す
る
研
究
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
市
民
の
選
好
が
ど
の

程
度
政
策
決
定
者
の
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

を
促
進
す
る
の
か
を
調
査
し
て
い
る
。
筆
者
に
よ
る
先
行
研
究
の
調

査
に
よ
る
と
、
世
論
調
査
を
用
い
て
財
政
連
邦
制
を
分
析
し
よ
う
と

し
た
研
究
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
言
え
る
。
本
稿
の
研
究

は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
い
う
い
ま
だ
共
同
体
と
な
っ
て
い
な
い
国
家
を

超
え
た
機
関
の
下
に
暮
ら
す
人
々
を
研
究
対
象
と
し
て
、
ど
の
レ
ベ

ル
の
政
府
が
環
境
問
題
に
取
り
組
む
べ
き
か
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

意
識
・
選
好
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
探
る
と
い
う
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク

な
研
究
で
あ
る
。

Ⅰ
分
析

本
研
究
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て

い
る
。
調
査
の
質
問
票
に
は
、
被
験
者
に
、
あ
る
政
策
に
つ
い
て
ど

の
レ
ベ
ル
の
政
府
が
担
当
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
か
を
問
う
質
問

が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
質
問
文
は
次
で
あ
る
。「
こ
れ
か
ら
い
く

つ
か
の
問
題
を
読
み
上
げ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
州
政
府
・

地
方
公
共
団
体
、
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
よ
う
な
地
域
的

な
国
際
機
関
、
国
際
連
合
の
四
つ
の
う
ち
、
い
ず
れ
が
そ
の
分
野
の

政
策
を
決
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
」。
そ
し
て
、
回
答
選
択
肢

は
、「
州
政
府
・
地
方
公
共
団
体
」、「
国
」、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
の
よ
う
な
地
域
的
な
国
際
機
関
」、「
国
際
連
合
」、「
わ
か
ら
な

い
」、
そ
し
て
、「
回
答
拒
否
」
で
あ
る
。
こ
の
質
問
は
、
次
の
六
つ

の
問
題
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
。「
環
境
保
護
」、「
健
康
」、「
貧
困
」、

「
平
和
維
持
」、「
教
育
」、
そ
し
て
、「
出
生
率
の
低
下
」
で
あ
る
。

本
研
究
が
使
用
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お

よ
び
、
そ
の
前
身
で
あ
る
ア
ジ
ア
・
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
質
問
票
を
作
成
す
る
際
に
は
英
語
が
中
心
に
用
い
ら
れ
、

バ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
際
に
も
英
語
が
中
心
で
あ
る

た
め
、
表
１
に
こ
の
分
析
の
中
心
と
な
る
質
問
に
つ
い
て
の
み
英
語

の
質
問
も
原
文
の
ま
ま
記
載
し
た
。

本
稿
で
は
、
六
つ
の
問
題
の
う
ち
、「
環
境
保
護
（Protection of 

the environm
ent

）」
に
焦
点
を
当
て
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
こ
の

質
問
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
表
１
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
除
く
九
ヶ
国
九

〇
五
四
人
の
六
つ
の
問
題
に
対
す
る
回
答
の
分
布
を
表
し
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
で
は
、「
環
境
保
護
」
政
策
は
「
国
」
が
決
め
る

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人
が
最
も
多
く
、
四
二
％
で
あ
る
。
次
に
多

い
の
が
「
州
政
府
・
地
方
公
共
団
体
」
で
三
七
％
で
あ
る
。「
地
域

的
な
国
際
機
関
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人
は
八
％
、

「
国
際
連
合
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人
は
一
一
％
で
あ

る
。
一
・
六
％
の
人
が
こ
の
問
題
に
対
し
て
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回

（注）数値のパーセンテージはミャンマーを除く9ヶ国9,054人の回答にもとづく

表１　政策とそれを担当すべき行政機関

Q53

これからいくつかの問題を読み上げます。それぞれについて、州政府・地方公共団体、国、ASEAN
や APEC のような地域的な国際機関、国際連合の四つのうち、いずれがその分野の政策を決めるべ
きだと思いますか。
I’m going to mention some issues. For each one, would you tell me whether you think that policies 
in this area should be decided by the “State and local governments,” by “National governments,” 
by “Regional organizations (such as ASEAN [Association of South East Asian Nations] or APEC 
[Asia-Pacific Economic Cooperation]),” or by the “United Nations”?

州政府・
地方公共団体
State and local 
governments

国

National 
governments

地域的な
国際機関
Regional 

organizations 

国際連合

United 
Nations

わからない

Don’t know

回答拒否

Refused

a
環境保護
Protection of 
the environment

37.4 42.0 8.0 11.0 1.6 0.1

b 健康
Health 33.5 51.6 6.1 7.7 1.0 0.1

c 貧困
Poverty 26.6 55.1 6.8 9.9 1.5 0.1

d 平和維持
Peacekeeping 17.9 43.6 11.2 25.2 2.0 0.1

e 教育
Education 24.6 63.9 5.5 5.0 0.9 0.1

f
出生率の低下
The decline in 
birthrate

34.0 48.3 5.9 6.9 4.8 0.2
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政
策
を
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
人
の
割
合
が
最
も
高
い
の
は
「
環

境
保
護
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
三
七
％
）。「
州
政
府
・
地
方
公

共
団
体
」
が
担
当
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合
が
二
番
目
に

高
い
政
策
は
、「
出
生
率
の
低
下
」（
三
四
％
）
と
「
健
康
」（
三

四
％
）
で
あ
る
。
そ
の
割
合
が
最
も
低
い
の
は
「
平
和
維
持
」（
一

八
％
）
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
環
境
保
護
」
は
、
九
ヶ
国
全
体
で
み
る
と
、
四
つ
の

異
な
る
レ
ベ
ル
の
行
政
機
関
の
中
で
は
「
国
」
が
そ
の
政
策
を
決
め

る
べ
き
だ
と
考
え
る
人
の
割
合
が
最
も
高
い
（
四
二
％
）
が
、
六
つ

の
政
策
の
中
で
は
、
相
対
的
に
は
、「
環
境
保
護
」
政
策
は
「
州
政

府
・
地
方
公
共
団
体
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合

が
最
も
高
い
（
三
七
％
）。

他
方
、「
国
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
人
の
割
合
が
最
も
高

い
政
策
は
「
教
育
」
で
あ
り
、
被
験
者
の
お
よ
そ
三
分
の
二
（
六

四
％
）
が
そ
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
。「
国
」
が
決
め
る
べ

き
だ
と
考
え
る
人
の
割
合
が
二
番
目
に
高
い
政
策
は
「
貧
困
」（
五

五
％
）
で
、
三
番
目
に
高
い
政
策
は
「
健
康
」（
五
二
％
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
政
策
に
つ
い
て
は
、「
国
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考

え
る
人
の
割
合
は
い
ず
れ
も
半
数
を
超
え
て
い
る
。
反
対
に
、「
国
」

が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
人
の
割
合
が
最
も
低
い
政
策
は
「
環
境

保
護
」（
四
二
％
）
で
、
そ
の
割
合
が
二
番
目
に
低
い
政
策
は
「
平

和
維
持
」（
四
四
％
）
で
あ
る
。

「
地
域
的
な
国
際
機
関
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
人
の
割
合

は
、
い
ず
れ
の
政
策
に
つ
い
て
も
低
く
、「
平
和
維
持
」（
一
一
％
）

を
除
く
と
、
い
ず
れ
も
一
割
に
満
た
な
い
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
暮
ら
す
人
々
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
担
う
べ
き

行
政
機
関
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
そ
れ
ほ
ど
期
待
し
て
い
な
い
こ

と
を
表
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
国
際
連
合
」
が
そ
の
政
策
を
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
人
の
割

合
が
最
も
高
い
の
は
「
平
和
維
持
」（
二
五
％
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

被
験
者
が
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
な
ど
を
考
慮
し
て
回
答

し
た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
平
和
維
持
」
に
つ
い
て

も
、
四
つ
の
異
な
る
レ
ベ
ル
の
政
府
の
中
で
は
、「
国
」
が
そ
の
政

策
を
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
人
の
割
合
が
最
も
高
い
（
四
四
％
）。

「
国
際
連
合
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
人
の
割
合
が
二
番
目
に

高
い
の
は
「
環
境
保
護
」（
一
一
％
）
で
あ
る
。
そ
の
他
の
政
策
に

つ
い
て
は
、「
国
際
連
合
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
人
の
割
合

は
一
割
に
満
た
な
い
。
表
１
に
よ
れ
ば
、「
貧
困
」
対
策
を
「
国
際

連
合
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
人
の
割
合
は
一
〇
％
で
あ
る
。

Ⅱ
仮
説
検
証

分
析
の
中
心
は
回
帰
分
析
で
あ
り
、
被
説
明
変
数
は
前
述
の
質

問
、「
環
境
保
護
政
策
は
、
ど
の
レ
ベ
ル
の
政
府
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
か
」
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
。
そ
し

答
し
、
〇
・
一
％
の
人
が
こ
の
質
問
へ
の
回
答
を
拒
否
し
た
。

次
に
、
回
答
の
分
布
を
国
別
に
み
て
み
る
と
、
図
１
が
示
し
て
い

る
よ
う
に
、
各
国
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
地
方
公

共
団
体
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合
が
最
も
高
い

の
が
ブ
ル
ネ
イ
で
、
約
三
分
の
二
（
六
〇
％
）
の
人
々
が
「
州
政

府
・
地
方
公
共
団
体
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
次
に
そ

の
割
合
が
高
い
の
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
過
半
数
強
（
五
六
％
）
の

人
々
が
「
州
政
府
・
地
方
公
共
団
体
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。
三
番
目
に
高
い
の
は
タ
イ
で
、
三
九
％
の
人
口
が
そ
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
。「
州
政
府
・
地
方
公
共
団
体
」
が
「
環
境
保
護
」

政
策
を
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合
が
最
も
低
い
の
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
二
一
％
）、
次
に
低
い
の
が
ラ
オ
ス
（
二
四
％
）

で
あ
る
。

「
環
境
保
護
」
に
つ
い
て
の
政
策
は
「
国
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
人
の
割
合
が
最
も
高
い
の
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、
半
数
以

上
（
五
五
％
）
の
人
が
「
国
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

次
に
そ
の
割
合
が
高
い
の
は
ラ
オ
ス
で
、
ラ
オ
ス
で
も
半
数
以
上

（
五
三
％
）
の
人
が
「
国
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
一

方
、「
国
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合
が
最
も
低

い
の
は
ブ
ル
ネ
イ
（
二
七
％
）
で
、
次
に
低
い
の
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
三
二
％
）
で
あ
る
。

「
環
境
保
護
」
政
策
は
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
よ
う
な
地

域
的
な
国
際
機
関
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合

は
、
ど
の
国
に
お
い
て
も
高
く
な
く
、
一
〇
％
以
下
で
あ
る
。「
国

際
連
合
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合
は
、
三
％
の

ブ
ル
ネ
イ
か
ら
二
一
％
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
若
干
の
ば
ら
つ
き
が

見
ら
れ
る
。

で
は
、「
環
境
保
護
」
以
外
の
五
つ
の
政
策
に
つ
い
て
も
、
回
答

が
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
の
か
見
て
み
た
い
。
表
１
に
よ
る

と
、
六
つ
の
政
策
の
中
で
、「
州
政
府
・
地
方
公
共
団
体
」
が
そ
の

ブルネイ

カンボジア

インドネシア

ラオス

マレーシア

フィリピン

シンガポール

タイ

ベトナム

0 20 40 60 80 100

地方公共団体 国 地域的な国際機関 国際連合

60.4 26.6 9.2 3

28.7 39.7 10.0 19.6

55.8 31.9 6.74.9

24.4 52.9 9.4 12.8

38.2 43.3 8.2 7.2

32.8 54.6 5.4 6.8

21.0 43.7 8.7 20.6

39.4 38.2 8.9 12.2

35.3 47.5 5.1 11.7

図１　環境保護政策を担当すべき行政機関－国別
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し
て
、「
有
機
栽
培
や
無
農
薬
の
野
菜
を
買
っ
た
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
五
つ
の
項
目
に
対
す
る
質
問
へ
の
回
答
を
つ

か
っ
て
、
変
数
「
近
隣
レ
ベ
ル
」
を
作
成
す
る
。
こ
れ
は
、
五
つ
の

質
問
へ
の
回
答
を
足
し
合
わ
せ
て
か
ら
五
で
割
っ
た
五
値
の
変
数
で

あ
る
。「
１
」（
低
）
か
ら
「
５
」（
高
）
ま
で
の
値
を
と
る
。

次
に
、「
国
家
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
の
環
境
問
題
」
に
関
す
る
質

問
群
か
ら
取
り
上
げ
る
の
は
次
の
質
問
で
あ
る
。「
五
年
前
と
比
べ

て
、
以
下
で
挙
げ
る
諸
事
項
は
深
刻
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
？
」
選
択
肢
は
、「
と
て
も
深
刻
に
な
っ
た
（
＝
５
）」、「
深
刻
に

な
っ
た
（
＝
４
）」、「
変
わ
ら
な
い
（
＝
３
）」、「
深
刻
で
は
な
く

な
っ
た
（
＝
２
）」、「
か
な
り
深
刻
で
は
な
く
な
っ
た
（
＝
１
）」、

そ
し
て
、「
わ
か
ら
な
い
」
で
あ
る
。
回
答
を
拒
否
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
こ
の
質
問
は
、
次
の
一
六
の
項
目
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
。

「
大
気
汚
染
」、「
水
質
汚
染
」、「
土
壌
汚
染
」、「
騒
音
公
害
」、「
気

候
変
動
」、「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
」、「
海
岸
、
河
原
、
湖
畔
な

ど
の
汚
染
」、「
森
林
破
壊
」、「
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
問
題
」、

「
水
不
足
」、「
天
然
資
源
の
枯
渇
」、「
化
学
薬
品
や
農
薬
の
使
用
」、

「
家
庭
廃
棄
物
や
家
庭
ご
み
の
廃
棄
」、「
産
業
廃
棄
物
の
廃
棄
」、

「
有
害
廃
棄
物
や
放
射
線
廃
棄
物
の
廃
棄
」、
そ
し
て
、「
生
物
多
様

性
の
消
失
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
一
六
の
項
目
に
対
す
る
質
問
へ
の
回
答
を
使
っ

て
変
数
「
国
レ
ベ
ル
」
を
作
成
す
る
。
こ
れ
は
、
一
六
の
質
問
へ
の

回
答
を
足
し
合
わ
せ
て
一
六
で
割
っ
た
五
値
の
変
数
で
あ
る
。「
１
」

（
低
）
か
ら
「
５
」（
高
）
ま
で
の
値
を
と
る
。

最
後
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
の
環
境
問
題
」
に
関
す
る

質
問
群
か
ら
次
の
質
問
を
取
り
上
げ
て
説
明
変
数
の
一
つ
と
す
る
。

「
あ
な
た
は
、
次
に
挙
げ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
、

ど
の
程
度
懸
念
し
て
い
ま
す
か
？
」
選
択
肢
は
、「
と
て
も
心
配
し

て
い
る
（
＝
４
）」、「
あ
る
程
度
心
配
し
て
い
る
（
＝
３
）」、「
そ
れ

ほ
ど
心
配
し
て
い
な
い
（
＝
２
）」、「
ま
っ
た
く
心
配
し
て
い
な
い

（
＝
１
）」、
そ
し
て
、「
わ
か
ら
な
い
」
で
あ
る
。
回
答
を
「
拒
否
」

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
質
問
は
次
の
八
つ
の
項
目
に
つ
い
て
聞

か
れ
た
。「
オ
ゾ
ン
層
の
減
少
」「
酸
性
雨
」「
気
候
変
動
」「
森
林
破

壊
」「
生
物
多
様
性
の
消
失
」「
海
洋
汚
染
」「
放
射
性
廃
棄
物
の
廃

棄
」「
化
学
薬
品
や
農
薬
の
使
用
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
同
様
に
、
こ
れ
ら
八
つ
の
項
目
に
対
す
る
質
問
へ
の
回

答
を
使
っ
て
変
数
「
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
」
を
作
成
す
る
。
こ
れ

は
、
八
つ
の
質
問
へ
の
回
答
を
足
し
合
わ
せ
て
八
で
割
っ
た
四
値
の

変
数
で
あ
る
。「
１
」（
低
）
か
ら
「
４
」（
高
）
ま
で
の
値
を
と
る
。

本
稿
で
は
、
三
つ
の
モ
デ
ル
を
あ
て
は
め
る
。
一
つ
目
の
モ
デ
ル

で
は
、
被
説
明
変
数
を
二
値
デ
ー
タ
に
変
換
し
、
九
ヶ
国
の
デ
ー
タ

を
プ
ー
ル
し
た
デ
ー
タ
に
、
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
・
プ
ロ
ビ
ッ
ト
重
回
帰

（m
ulti-level probit regression

）
を
あ
て
は
め
る
。
そ
し
て
、
こ

の
モ
デ
ル
で
は
、
四
つ
の
異
な
る
被
説
明
変
数
を
考
え
、
四
本
の
異

な
る
回
帰
式
を
あ
て
は
め
る
。
つ
ま
り
、「
ど
の
レ
ベ
ル
の
政
府
が

環
境
保
護
政
策
を
決
め
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
か
」
の
質
問
に
対

て
、
回
帰
分
析
を
使
っ
て
、
次
の
五
つ
の
仮
説
を
検
証
す
る
。

仮
説
１　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
暮
ら
す
人
々
は
、
近
隣
や
身
近
な

場
所
に
お
け
る
環
境
問
題
は
地
方
政
府
が
解
決
す
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
。

仮
説
２　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
暮
ら
す
人
々
は
、
国
家
レ
ベ
ル
の

環
境
問
題
は
国
が
解
決
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

仮
説
３　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
暮
ら
す
人
々
は
、
国
家
を
超
え
た

地
域
に
お
け
る
環
境
問
題
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
地
域

の
国
際
機
関
が
解
決
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

仮
説
４　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
暮
ら
す
人
々
は
、
地
球
規
模
の
環
境

問
題
は
、
国
際
連
合
が
解
決
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

仮
説
５　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
暮
ら
す
人
々
は
、
よ
り
身
近
な
場

所
に
お
け
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
よ
り
低
い
レ
ベ
ル

の
政
府
（
地
方
政
府
）
が
解
決
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

る
が
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
よ

り
高
い
レ
ベ
ル
（
国
際
連
合
）
が
解
決
す
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、
回
帰
分
析
に
お
け
る
説
明

変
数
と
し
て
、
本
稿
で
は
環
境
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
属
す
る
三
つ
の
質
問

に
着
目
す
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
質
問
票
は
、
健
康
モ

ジ
ュ
ー
ル
、
環
境
モ
ジ
ュ
ー
ル
、
価
値
観
モ
ジ
ュ
ー
ル
、
社
会
学
的

属
性
の
四
つ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
が
、
環
境
モ

ジ
ュ
ー
ル
は
さ
ら
に
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

被
験
者
の
「
近
隣
や
居
住
地
域
に
お
け
る
環
境
問
題
」、「
国
家
的
な

テ
ー
マ
と
し
て
の
環
境
問
題
」、
そ
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル

で
の
環
境
問
題
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
着
目
す
る
三
つ
の
質
問
は
、

そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
選
ん
だ
代
表
的
な
質
問
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
本
稿
の
分
析
の
最
も
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
に
暮
ら
す
人
々
が
持
っ
て
い
る
、
こ
れ
ら
三
つ
の
レ
ベ
ル

の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
と
、「
ど
の
レ
ベ
ル
の
政
府
が

環
境
保
護
政
策
を
決
め
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
意

識
と
の
関
係
に
着
目
す
る
。

ま
ず
、「
近
隣
や
居
住
地
域
に
お
け
る
環
境
問
題
」
に
関
す
る
質

問
群
の
中
か
ら
取
り
上
げ
る
の
は
次
の
質
問
で
あ
る
。「
あ
な
た
は

こ
の
一
二
ヶ
月
間
に
、
次
に
挙
げ
る
事
柄
を
ど
の
程
度
、
実
践
し
ま

し
た
か
？
」
選
択
肢
は
、「
全
く
し
て
い
な
い
（
＝
１
）」、「
ほ
と
ん

ど
し
て
い
な
い
（
＝
２
）」、「
た
ま
に
し
て
い
る
（
＝
３
）」、「
よ
く

し
て
い
る
（
＝
４
）」、「
常
に
し
て
い
る
（
＝
５
）」、
そ
し
て
、「
わ

か
ら
な
い
」
で
あ
る
。
回
答
を
「
拒
否
」
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
わ
か
ら
な
い
」
と
「
回
答
拒
否
」
は
欠
損
値
と
し
た
。
こ
の
質
問

は
次
の
五
つ
の
項
目
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
。「
物
を
捨
て
ず
に
、
再

利
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
た
」、「
水
の
使
用
量
を
減
ら
そ
う
と
試
み

た
」、「
料
理
や
冷
暖
房
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
そ
う
と
し

た
」、「
自
家
用
車
の
代
わ
り
に
公
共
の
交
通
機
関
を
使
っ
た
」、
そ
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目
の
国
別
回
帰
モ
デ
ル
で
は
、
国
ご
と
に
異
な
る
が
、
被
験
者
が
暮

ら
す
地
域
や
行
政
上
の
区
分
も
モ
デ
ル
に
加
え
る
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
た
の
か
を
中
心
に
説
明
す
る
。

変
数
「
生
活
の
質
」
は
、
次
の
質
問
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
。

「
過
去
四
週
間
を
考
え
て
、
あ
な
た
ご
自
身
の
『
生
活
の
質
』
の
程

度
と
し
て
あ
て
は
ま
る
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
こ
の
中
か
ら
、
あ
て

は
ま
る
も
の
を
一
つ
だ
け
選
ん
で
お
答
え
く
だ
さ
い
」。
回
答
選
択

肢
は
、「
非
常
に
悪
い
」（
＝
１
）、「
悪
い
」（
＝
２
）、「
ど
ち
ら
と

も
い
え
な
い
」（
＝
３
）、「
よ
い
」（
＝
４
）、
そ
し
て
、「
非
常
に
よ

い
」（
＝
５
）
で
あ
る
。「
わ
か
ら
な
い
」
と
「
拒
否
」
は
欠
損
値
扱

い
と
し
た
。

変
数
「
政
府
支
出
」
は
、
次
の
質
問
を
、
一
〇
個
の
項
目
の
う
ち

「
環
境
」
と
い
う
項
目
に
つ
い
て
聞
い
た
と
き
の
回
答
で
あ
る
。「
政

府
が
支
出
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域

に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
、
政
府
支
出
を
増
や
す
方
が
よ
い
、
ま
た

は
、
減
ら
し
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。『
支
出
を
増
や
す
方
が

よ
い
』
と
い
う
場
合
は
、
税
金
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
こ
と
も
忘
れ
ず
に
お
考
え
く
だ
さ
い
」。
回
答
選
択
肢
は
、「
支
出

を
大
き
く
減
ら
す
べ
き
」（
＝
１
）、「
支
出
を
減
ら
す
べ
き
」（
＝

２
）、「
今
と
同
じ
程
度
の
支
出
で
よ
い
」（
＝
３
）、「
支
出
を
増
や

す
べ
き
」（
＝
４
）、
そ
し
て
、「
支
出
を
大
き
く
増
や
す
べ
き
」（
＝

５
）
で
あ
る
。「
わ
か
ら
な
い
」
と
「
拒
否
」
は
欠
損
値
と
し
た
。

変
数
「
女
性
」
は
、
被
験
者
の
性
別
が
女
性
な
ら
「
１
」、
男
性

な
ら
「
０
」
の
値
を
と
る
。

変
数
「
既
婚
者
」
は
、
被
験
者
が
調
査
時
点
で
結
婚
し
て
い
る

（
事
実
婚
を
含
む
）
場
合
は
「
１
」、
独
身
や
離
別
な
ど
結
婚
し
て
い

な
い
場
合
は
「
０
」
の
値
を
と
る
。

変
数
「
女
性
×
既
婚
者
」
は
、
相
互
作
用
項
（interaction 

term

）
で
、
女
性
か
つ
既
婚
者
、
つ
ま
り
、「
妻
」
を
表
す
。

変
数
「
年
齢
」
は
、
被
験
者
の
年
齢
で
あ
る
。
こ
れ
は
数
値
を
答

え
る
自
由
回
答
の
質
問
で
あ
る
。
質
問
文
は
、「
あ
な
た
は
、
満
で

何
歳
で
す
か
」
で
あ
る
。

変
数
「
最
終
学
歴
」
は
、
被
験
者
の
最
終
学
歴
を
問
う
質
問
に
対

す
る
回
答
で
あ
る
。「
学
校
に
行
っ
た
事
は
な
い
」
か
「
小
学
校
／

中
学
校
」
を
選
択
し
た
場
合
は
「
低
」（
＝
１
）、「
高
等
学
校
」
を

選
択
し
た
場
合
は
「
中
」（
＝
２
）、「
専
門
学
校
」
か
「
大
学
／
大

学
院
」
を
選
択
し
た
場
合
は
「
高
」（
＝
３
）
と
い
う
グ
ル
ー
プ
化

し
た
変
数
で
あ
る
。「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
「
拒
否
」
は
欠
損
値

扱
い
と
し
た
。

変
数
「
家
計
所
得
」
も
グ
ル
ー
プ
化
し
た
変
数
で
あ
る
。
回
答
選

択
肢
は
各
国
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
た
め
グ
ル
ー
プ
化
の
仕
方
も
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
。
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
詳
細
は
付
表
１
（
一
二
五
頁
）

に
記
載
し
た
。
い
ず
れ
の
国
に
つ
い
て
も
、「
わ
か
ら
な
い
」
と
回

答
の
「
拒
否
」
は
欠
損
値
扱
い
と
す
る
。
な
お
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ

い
て
は
、
被
説
明
変
数
に
対
応
す
る
質
問
が
聞
か
れ
な
か
っ
た
の
で

し
て
、「
州
政
府
・
地
方
公
共
団
体
」
と
答
え
た
回
答
者
を
「
１
」、

そ
れ
以
外
の
回
答
を
し
た
回
答
者
を
「
０
」
と
す
る
と
い
う
二
値

デ
ー
タ
、「
国
」
と
答
え
た
回
答
者
を
「
１
」、
そ
れ
以
外
の
回
答
を

「
０
」
と
す
る
二
値
デ
ー
タ
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
よ
う
な

地
域
的
な
国
際
機
関
」
と
答
え
た
回
答
者
を
「
１
」、
そ
れ
以
外
の

回
答
を
「
０
」
と
す
る
と
い
う
二
値
デ
ー
タ
、
そ
し
て
最
後
に
、

「
国
際
連
合
」
と
答
え
た
回
答
者
を
「
１
」、
そ
れ
以
外
の
回
答
を
し

た
回
答
者
を
「
０
」
と
す
る
二
値
デ
ー
タ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
つ
の

被
説
明
変
数
を
そ
れ
ぞ
れ
、「
州
政
府
・
地
方
公
共
団
体
」、「
国
」、

「
地
域
的
な
国
際
機
関
」、
そ
し
て
、「
国
際
連
合
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。

二
つ
目
の
モ
デ
ル
で
は
、
被
説
明
変
数
が
「
州
政
府
・
地
方
公
共

団
体
」（
＝
１
）、「
国
」（
＝
２
）、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
よ

う
な
地
域
的
な
国
際
機
関
」（
＝
３
）、
そ
し
て
、「
国
際
連
合
」（
＝

４
）
と
い
う
値
を
取
る
順
序
変
数
で
あ
る
と
考
え
（
こ
の
被
説
明
変

数
を
「
政
府
の
レ
ベ
ル
」
と
呼
ぶ
）、
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
順
序
プ
ロ
ビ
ッ

ト
重
回
帰
（m

ulti-level ordered probit regression

）
を
あ
て
は

め
る
。

そ
し
て
、
三
つ
目
の
モ
デ
ル
は
、
九
ヶ
国
の
デ
ー
タ
を
プ
ー
ル
せ

ず
に
、
各
国
ご
と
に
順
序
プ
ロ
ビ
ッ
ト
重
回
帰
（ordered probit 

regression

）
を
あ
て
は
め
る
も
の
で
あ
る
。

結
果
の
解
釈
の
方
法
と
し
て
、
回
帰
分
析
に
お
い
て
、「
ど
の
レ

ベ
ル
の
政
府
が
環
境
保
護
政
策
を
決
め
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る

か
」
の
質
問
を
被
説
明
変
数
と
し
、
三
つ
の
異
な
る
レ
ベ
ル
の
環
境

問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
測
る
変
数
「
近
隣
レ
ベ
ル
」、「
国
レ

ベ
ル
」、
そ
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
」
を
説
明
変
数
と
す
る
回

帰
式
を
デ
ー
タ
に
あ
て
は
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
数
の
係
数
推
定
値
の

符
号
に
よ
っ
て
、
仮
説
が
支
持
さ
れ
た
か
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
か
を

判
断
す
る
。
た
と
え
ば
、
一
つ
目
の
モ
デ
ル
の
被
説
明
変
数
「
地
方

公
共
団
体
」
の
場
合
、
も
し
、
説
明
変
数
「
近
隣
レ
ベ
ル
」
の
係
数

推
定
値
の
符
号
が
正
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
仮
説
１
を
支
持
す
る
結
果

で
あ
る
と
判
断
す
る
。
あ
る
い
は
、
た
と
え
ば
、
二
つ
目
の
モ
デ
ル

の
場
合
、
も
し
、
説
明
変
数
「
近
隣
レ
ベ
ル
」
の
係
数
推
定
値
の
符

号
が
負
に
な
り
、
逆
に
、
説
明
変
数
「
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
」
の
係

数
推
定
値
の
符
号
が
正
に
な
れ
ば
、
仮
説
５
を
支
持
す
る
結
果
が
得

ら
れ
た
と
判
断
す
る
。
な
お
、
質
問
群
は
、
国
家
を
超
え
た
地
域
レ

ベ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
と
に
は
分
割
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
前

記
仮
説
３
と
４
は
同
時
に
検
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
と
し
て
、「
生
活
の
質
」、「
公
共
支
出
」、

「
女
性
」、「
既
婚
者
」、「
女
性
×
既
婚
者
」、「
年
齢
」、「
最
終
学

歴
」、「
家
計
所
得
」、「
居
住
期
間
」、「
無
宗
教
」、「
英
語
能
力
」、

そ
し
て
、「
都
市
部
」
を
モ
デ
ル
に
加
え
る
。
さ
ら
に
、
一
つ
目
と

二
つ
目
の
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
回
帰
モ
デ
ル
で
は
、
こ
れ
ら
個
人
レ
ベ
ル

の
変
数
の
他
に
、「
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加
率
」、「
一
人
あ
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」、「
識
字
率
」、
そ
し
て
、「
大
気
汚
染
と
水
質
汚
染
に
よ

る
死
亡
者
数
」
と
い
う
四
つ
の
国
レ
ベ
ル
の
変
数
も
加
え
る
。
三
つ
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「
識
字
率
」
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
のT

he W
orld Factbook

を
参
照
し
た
。

そ
し
て
、「
大
気
・
水
質
汚
染
に
よ
る
死
亡
者
数
」
は
、
国
連
開
発

計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
の
人
間
開
発
報
告
書
（H

um
an D

evelopm
ent 

R
eport

）
を
参
照
し
た
。

マ
ル
チ
レ
ベ
ル
回
帰
分
析
に
使
用
す
る
変
数
の
記
述
統
計
の
み
付

表
２
（
一
二
六
頁
）
に
掲
載
し
た
。

Ⅲ
結
果

表
２
は
、
モ
デ
ル
１
の
結
果
を
表
し
て
い
る
。
ま
ず
、「
州
政

府
・
地
方
公
共
団
体
」
を
被
説
明
変
数
と
す
る
回
帰
式
の
、
近
隣
・

国
・
グ
ロ
ー
バ
ル
と
い
う
三
つ
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識

の
高
さ
を
表
す
説
明
変
数
に
着
目
す
る
。「
近
隣
レ
ベ
ル
」
は
統
計

学
的
に
有
意
で
は
な
い
が
、「
国
レ
ベ
ル
」
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ

ル
」
の
係
数
推
定
値
の
符
号
が
と
も
に
負
で
、
一
％
の
水
準
で
統
計

学
的
に
有
意
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
レ
ベ
ル
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ

ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
が
よ
り
高
い
人
ほ
ど
、
そ
の
他
の
変

数
の
影
響
を
取
り
除
い
た
後
で
は
、
環
境
保
護
に
関
す
る
政
策
は
州

政
府
・
地
方
公
共
団
体
が
決
め
る
べ
き
だ
と
答
え
る
確
率
が
低
い
こ

と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、
我
々
の
仮
説
が
主
張
す
る
こ
と

と
必
ず
し
も
矛
盾
し
な
い
。
同
じ
回
帰
式
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
の

係
数
推
定
値
の
う
ち
統
計
学
的
に
有
意
な
変
数
を
見
て
み
る
と
、

「
無
宗
教
」
の
係
数
推
定
値
の
符
号
は
負
で
、「
英
語
能
力
」
の
係
数

推
定
値
の
符
号
は
正
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
宗
教
を
信
仰
し
な

い
人
ほ
ど
、
環
境
保
護
に
つ
い
て
の
政
策
は
州
政
府
・
地
方
公
共
団

体
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
低
く
、
自
分
の
英
語
を
話
す

能
力
が
よ
り
高
い
と
思
っ
て
い
る
人
ほ
ど
、
そ
の
政
策
は
地
方
政
府

が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
高
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

次
に
、「
国
」
を
被
説
明
変
数
と
す
る
回
帰
式
の
、
三
つ
の
異
な

る
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
表
す
説
明
変
数
に

着
目
す
る
。
三
つ
の
変
数
の
中
で
「
国
レ
ベ
ル
」
の
係
数
推
定
値
の

符
号
が
正
で
、
一
％
の
水
準
で
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
国
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
が
よ
り
高
い
人
ほ
ど
、

そ
の
他
の
変
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
後
で
は
、
環
境
保
護
政
策
は

国
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
結
果
は
、
仮
説
２
を
支
持
す
る
結
果
で
あ
る
と
言
え

る
。
個
人
レ
ベ
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
の
中
で
は
、「
無
宗
教
」

の
係
数
推
定
値
の
符
号
が
正
で
、
一
％
の
水
準
で
統
計
学
的
に
有
意

で
あ
る
。
特
定
の
宗
教
を
信
仰
し
な
い
人
ほ
ど
、
環
境
保
護
政
策
は

国
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
高
く
な
る
。

三
番
目
に
、「
地
域
的
な
国
際
機
関
」
を
被
説
明
変
数
と
す
る
回

帰
式
の
、
三
つ
の
異
な
る
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高

さ
を
表
す
説
明
変
数
に
着
目
す
る
。
三
つ
の
変
数
の
係
数
推
定
値
は

ど
れ
も
統
計
学
的
に
有
意
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
よ

う
な
国
を
超
え
た
地
域
で
地
球
規
模
よ
り
も
狭
い
概
念
に
対
応
す
る

省
略
し
た
。

変
数
「
居
住
年
数
」
は
、
対
象
者
が
調
査
時
点
で
の
住
居
に
何
年
間

暮
ら
し
て
い
る
か
を
自
由
回
答
で
問
う
質
問
へ
の
回
答
で
あ
る
。
質
問

票
で
は
、「
現
在
の
住
居
に
ど
の
く
ら
い
居
住
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
」

と
い
う
質
問
に
「
―
年
」「
―
月
」「
―
週
」
と
い
う
形
式
で
回
答
す
る

設
計
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
年
数
だ
け
に
注
目
す
る
。

変
数
「
無
宗
教
」
は
、
調
査
対
象
者
が
信
仰
す
る
宗
教
を
持
た
な

い
場
合
に
「
１
」、
何
ら
か
の
宗
教
を
信
仰
し
て
い
る
場
合
に
「
０
」

の
値
を
取
る
。
質
問
文
は
、「
あ
な
た
は
、
特
に
信
仰
し
て
い
る
宗
教

が
あ
り
ま
す
か
」
で
あ
り
、
選
択
肢
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
（
カ
ト
リ
ッ

ク
）」「
キ
リ
ス
ト
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
以
外
）」「
イ
ス
ラ
ム
教
（
ス
ン
ニ

派
）」「
イ
ス
ラ
ム
教
（
シ
ー
ア
派
）」「
ヒ
ン
ズ
ー
教
」「
仏
教
（
大
乗

仏
教
）」「
仏
教
（
上
座
部
仏
教
）」「
儒
教
」「
ユ
ダ
ヤ
教
」「
シ
ク
教
」

「
道
教
」「
神
道
」「
そ
の
他
」「
信
仰
し
て
い
る
宗
教
は
な
い
」
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
変
数
は
、
回
答
者
が
、「
信
仰
し
て
い
る
宗
教
は

な
い
」
と
い
う
選
択
肢
を
選
ん
だ
場
合
に
「
１
」
の
値
を
取
り
、
そ

の
他
の
選
択
肢
を
選
ん
だ
場
合
に
「
０
」
の
値
を
取
る
。「
わ
か
ら
な

い
」
と
「
回
答
拒
否
」
の
選
択
肢
は
、
欠
損
値
扱
い
と
す
る
。

変
数
「
英
語
能
力
」
は
、
ア
ジ
ア
・
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
調
査
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
に
設
定
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
質
問
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
調
査
で
も
用
い
ら
れ
た
。
質
問
文
は
、「
あ
な
た
は
、
ど

の
程
度
英
語
が
話
せ
ま
す
か
」
で
あ
り
、
選
択
肢
は
、「
全
く
話
せ

な
い
」（
＝
１
）、「
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い
」（
＝
２
）、「
日
常
生
活
に

さ
し
つ
か
え
な
い
程
度
に
話
せ
る
」（
＝
３
）、
そ
し
て
、「
流
暢
に

話
せ
る
」（
＝
４
）
で
あ
る
。「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
の
「
拒
否
」

は
欠
損
値
扱
い
と
し
た
。

変
数
「
都
市
部
」
は
、
調
査
対
象
者
が
都
市
部
に
暮
ら
し
て
い
る

場
合
は
「
１
」
の
値
を
取
り
、
地
方
に
住
ん
で
い
る
場
合
に
は

「
０
」
の
値
を
取
る
。
こ
れ
は
都
市
部
か
地
方
か
と
い
う
二
値
デ
ー

タ
で
あ
る
。

三
つ
目
の
国
別
回
帰
モ
デ
ル
で
は
、
国
ご
と
に
異
な
る
が
、
被
験

者
の
居
住
地
が
属
す
る
地
域
や
行
政
上
の
区
分
も
モ
デ
ル
に
加
え

る
。
詳
細
は
、
回
帰
分
析
の
結
果
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
参
照
し
て
ほ
し

い
。以

上
の
変
数
は
個
人
レ
ベ
ル
の
変
数
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
マ
ル

チ
レ
ベ
ル
の
回
帰
分
析
で
は
、
社
会
レ
ベ
ル
の
変
数
も
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
変
数
に
加
え
る
。
こ
れ
は
、
国
ご
と
に
集
計
さ
れ
た
数
値
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、「
一
人
あ
た
り
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加
率
」、

「
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」、「
識
字
率
」、
そ
し
て
、「
大
気
・
水
質
汚

染
に
よ
る
死
亡
者
数
」
と
い
う
四
つ
の
社
会
レ
ベ
ル
変
数
を
用
い

る
。「
一
人
あ
た
り
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加
率
」
は
、
世
界
銀

行
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
た
。
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
七
年

へ
の
増
加
率
を
用
い
る
。

「
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
のW

orld E
conom

ic 
O

utlook D
atabase

を
参
照
し
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
る
見
積
も
り

（estim
ates

）
を
避
け
、
二
〇
〇
六
年
の
デ
ー
タ
を
使
っ
た
。
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環
境
問
題
の
レ
ベ
ル
の
変
数
が
な
い
こ
と
が
原
因
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
個
人
レ
ベ
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
を
見
て
み
る
と
、「
生
活

の
質
」
の
係
数
推
定
値
が
正
で
、
一
％
の
水
準
で
統
計
学
的
に
有
意

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
分
の
生
活
の
質
が
よ
り
高
い
と
感
じ
て
い
る

人
は
、
環
境
保
護
政
策
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
よ
う
な
地
域
的
な
国
際
機

関
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
高
い
。

四
番
目
に
、「
国
際
連
合
」
を
被
説
明
変
数
と
す
る
回
帰
式
で

は
、
三
つ
の
異
な
る
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を

表
す
説
明
変
数
の
中
で
、「
国
レ
ベ
ル
」
の
係
数
推
定
値
の
符
号
が

負
で
一
％
の
水
準
で
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
レ
ベ

ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
が
高
い
人
は
、
そ
の
他
の
変
数
の
影

響
を
取
り
除
い
た
後
で
、
環
境
問
題
は
国
際
連
合
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
低
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
結

果
も
、
我
々
の
仮
説
の
主
張
と
矛
盾
し
な
い
。
こ
の
回
帰
式
の
個
人

レ
ベ
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
の
中
で
は
、「
生
活
の
質
」
の
係
数

推
定
値
の
符
号
が
負
で
五
％
の
水
準
で
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。

自
分
の
生
活
の
質
が
よ
り
高
い
と
感
じ
て
い
る
人
は
、
環
境
保
護
に

関
す
る
政
策
は
国
際
連
合
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
高

い
。
反
対
に
、「
家
計
所
得
」
の
係
数
推
定
値
の
符
号
は
正
で
、

一
％
の
水
準
で
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。
家
計
所
得
が
よ
り
多
い

人
は
、
環
境
保
護
政
策
は
国
際
連
合
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確

率
が
高
い
。
そ
の
他
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
の
係
数
推
定
値
の
中
で

統
計
学
的
に
有
意
な
変
数
を
見
て
み
る
と
、「
居
住
期
間
」
の
係
数

推
定
値
の
符
号
は
負
で
、「
無
宗
教
」
の
係
数
推
定
値
の
符
号
は
正

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
住
ま
い
に
よ
り
長
く
住
ん
で
い
る
人

は
、
環
境
保
護
政
策
は
国
際
連
合
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率

が
低
く
、
特
定
の
宗
教
を
信
仰
し
な
い
人
は
、
そ
の
政
策
は
国
際
連

合
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

社
会
レ
ベ
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
の
中
で
は
、「
一
人
あ
た
り
Ｇ

Ｄ
Ｐ
」
と
「
大
気
・
水
質
汚
染
に
よ
る
死
亡
者
数
」
の
係
数
推
定
値

が
正
で
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
よ
り
高
い
、
あ
る
い
は
、
大
気
汚
染
や
水
質
汚
染
に
よ
っ
て
亡
く

な
る
人
の
数
が
よ
り
多
い
国
の
人
は
、
環
境
保
護
政
策
は
国
際
連
合

が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

最
後
に
、
社
会
レ
ベ
ル
の
変
数
の
一
つ
、「
一
人
あ
た
り
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
増
加
率
」
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
の
変
数
の
係

数
推
定
値
は
四
つ
の
回
帰
式
す
べ
て
で
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。

「
州
政
府
・
地
方
公
共
団
体
」
を
被
説
明
変
数
と
す
る
回
帰
式
で
の

み
係
数
推
定
値
は
正
で
、
そ
の
他
の
回
帰
式
で
は
係
数
推
定
値
は
負

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
人
々
は
、
自
分
の
国
の
一

人
あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加
率
が
高
く
な
る
と
、
他
の

変
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
後
で
、
環
境
保
護
政
策
は
州
政
府
・
地

方
公
共
団
体
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
高
く
な
る
が
、
逆

に
、
自
分
の
国
の
一
人
あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加
率
が

高
く
な
る
と
、
環
境
保
護
政
策
は
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
地
域
的
な

国
際
機
関
、
あ
る
い
は
、
国
際
連
合
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確

（注）＊＊有意水準1%；＊有意水準5%
Notes: ＊＊1% significance level; ＊ 5% significance level

表２　マルチレベル・プロビット重回帰

被説明変数 州政府・
地方公共団体 国 地域的な

国際機関 国際連合

説明変数 係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差

個人レベル

環境問題
のレベル

近隣 ― 0.03 0.03 0.00 0.03 0.03 0.04 0.01 0.03

国 ― 0.12 0.03 ＊＊ 0.15 0.03 ＊＊ 0.03 0.05 ― 0.11 0.04 ＊＊

グローバル ― 0.09 0.04 ＊＊ 0.01 0.03 0.06 0.05 0.04 0.04

生活の質 0.001 0.02 ― 0.004 0.02 0.08 0.03 ＊ ― 0.07 0.03 ＊

公共支出 0.03 0.02 ― 0.01 0.02 ― 0.05 0.03 0.03 0.03

女性 ― 0.03 0.08 0.06 0.08 0.03 0.10 ― 0.14 0.09

既婚者 ― 0.09 0.06 0.10 0.06 0.10 0.09 ― 0.12 0.07

女性×既婚者 0.11 0.09 ― 0.09 0.09 ― 0.11 0.12 0.05 0.11

年齢 0.002 0.002 ― 0.001 0.002 ― 0.004 0.003 0.001 0.002

最終学歴 0.02 0.03 ― 0.05 0.03 0.04 0.04 0.0004 0.04

家計所得 ― 0.03 0.03 ― 0.01 0.03 0.01 0.04 0.10 0.04 ＊＊

居住期間 ― 0.0004 0.001 0.002 0.001 0.002 0.002 ― 0.005 0.002 ＊

無宗教 ― 0.37 0.10 ＊＊ 0.18 0.09 ＊ ― 0.20 0.14 0.29 0.08 ＊＊

英語能力 0.08 0.03 ＊ ― 0.05 0.03 ― 0.06 0.04 ― 0.02 0.04

都市部 0.01 0.04 ― 0.08 0.04 0.06 0.06 0.10 0.06

社会レベル

1人あたり二酸化炭素
排出量の増加率 2.94 0.42 ＊＊ ― 2.00 0.67 ＊＊ ― 0.82 0.30 ＊＊ ― 1.82 0.37 ＊＊

1人あたりGDP ― 0.00001 0.000005 0.0000005 0.000005 0.000004 0.000003 0.00001 0.000003 ＊

識字率 0.02 0.02 ― 0.01 0.02 ― 0.002 0.01 ― 0.01 0.01

大気・水質汚染による
死亡者数 0.0002 0.0004 ― 0.0005 0.0004 0.0001 0.0002 0.0003 0.0002 ＊

定数 ― 1.77 1.60 1.02 1.80 ― 1.66 0.76 ＊ ― 0.39 0.71

n 5082 5082 5082 5082

rho 0.267 0.321 0.028 0.077
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る
意
識
の
高
さ
を
表
す
説
明
変
数
の
う
ち
、「
国
レ
ベ
ル
」
と
「
グ

ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
」
の
係
数
推
定
値
は
と
も
に
正
で
、
一
％
の
有
意

水
準
で
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。
国
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
や
グ

ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
が
よ
り
高
い
ブ
ル
ネ

イ
人
は
、
そ
の
他
の
変
数
の
影
響
を
取
り
除
い
た
後
で
、
よ
り
高
次

の
レ
ベ
ル
の
政
府
が
環
境
保
護
政
策
を
決
め
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

る
確
率
が
高
い
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
」
が
正
の
影
響
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
結
果
は
、
仮
説
を
支
持
す
る
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
の
中
で
係
数
推
定
値
が
統
計
学
的
に
有
意

な
変
数
を
見
て
み
る
と
、「
公
共
支
出
」
は
被
説
明
変
数
に
負
の
影

響
を
与
え
て
い
る
が
、「
無
宗
教
」
は
正
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。

次
に
、
表
５
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
結
果
を
表
し
て
い
る
。
異
な
る

三
つ
の
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
表
す
説
明
変

数
は
い
ず
れ
も
統
計
学
的
に
有
意
で
は
な
い
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数

の
中
で
は
、「
英
語
能
力
」
の
係
数
推
定
値
が
負
で
、
統
計
学
的
に

有
意
で
あ
る
。
そ
の
他
の
変
数
で
は
、
地
域
を
表
す
ダ
ミ
ー
変
数
が

ど
れ
も
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
り
、
係
数
推
定
値
は
負
で
あ
る
。
山

地
・
台
地
地
域
に
暮
ら
し
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
よ
り
も
、
そ
の
他

の
海
岸
地
域
、
平
野
地
域
、
そ
し
て
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
地
域
に
暮

ら
し
て
い
る
人
の
方
が
、
よ
り
高
次
の
レ
ベ
ル
の
政
府
が
環
境
保
護

政
策
を
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
高
い
。

表
６
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
結
果
を
表
し
て
い
る
。
異
な
る
三
つ

の
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
表
す
説
明
変
数
の

中
で
は
、「
国
レ
ベ
ル
」
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
」
の
係
数
推
定

値
が
と
も
に
正
で
、
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。
国
レ
ベ
ル
や
グ

ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
が
高
い
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
は
、
他
の
変
数
の
影
響
を
取
り
除
い
た
後
で
、
よ
り
高
次
の
レ

ベ
ル
の
政
府
が
環
境
保
護
に
つ
い
て
の
政
策
を
決
定
す
べ
き
だ
と
考

え
る
確
率
が
高
い
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
」
変
数
が
正
の
影
響
を

与
え
る
と
い
う
結
果
は
、
仮
説
５
を
支
持
す
る
結
果
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
の
中
で
は
、「
生
活
の
質
」、「
女
性
」、
そ

し
て
、「
年
齢
」
が
「
政
府
の
レ
ベ
ル
」
に
統
計
学
的
に
有
意
な
正

の
影
響
を
与
え
て
い
る
一
方
、「
居
住
期
間
」
と
「
英
語
能
力
」
は

負
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。
地
域
ダ
ミ
ー
変
数
の
「
ジ
ャ
ワ
島
」
の

係
数
推
定
値
も
負
で
、
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。
ジ
ャ
ワ
島
に
暮

ら
す
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
、
ス
マ
ト
ラ
島
に
暮
ら
す
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
よ
り
も
、
よ
り
高
次
の
政
府
が
環
境
保
護
政
策
を
決
め
る
べ
き
だ

と
考
え
る
確
率
が
低
い
。

表
７
は
、
ラ
オ
ス
の
分
析
結
果
を
表
し
て
い
る
。
近
隣
・
国
・
グ

ロ
ー
バ
ル
と
い
う
三
つ
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を

表
す
説
明
変
数
の
中
で
は
、「
近
隣
レ
ベ
ル
」
の
係
数
推
定
値
が
正

で
、
一
％
の
水
準
で
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。
自
分
の
身
近
な
環
境

問
題
に
対
す
る
意
識
が
よ
り
高
い
ラ
オ
ス
人
は
、
よ
り
高
次
の
レ
ベ
ル

の
政
府
が
環
境
保
護
に
関
す
る
政
策
を
決
定
す
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率

が
高
い
。
こ
れ
は
、
仮
説
を
支
持
す
る
結
果
で
は
な
い
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
変
数
の
中
に
は
、
統
計
学
的
に
有
意
な
変
数
は
な
か
っ
た
。

率
は
低
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
人
々

は
、
一
人
あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加
の
問
題
は
、
最
も

身
近
な
政
府
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

表
３
は
、
被
説
明
変
数
「
政
府
レ
ベ
ル
」
を
「
州
政
府
・
地
方
公

共
団
体
」（
＝
１
）、「
国
」（
＝
２
）、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の

よ
う
な
地
域
的
な
国
際
機
関
」（
＝
３
）、
そ
し
て
、「
国
際
連
合
」

（
＝
４
）
と
い
う
値
を
取
る
順
序
変
数
で
あ
る
と
考
え
、
マ
ル
チ
レ

ベ
ル
順
序
プ
ロ
ビ
ッ
ト
重
回
帰
を
あ
て
は
め
た
モ
デ
ル
２
の
結
果
を

表
し
て
い
る
。
三
つ
の
異
な
る
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識

の
高
さ
を
表
す
変
数
の
中
で
、「
国
レ
ベ
ル
」
の
係
数
推
定
値
の
符

号
は
正
で
五
％
の
水
準
で
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
り
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
レ
ベ
ル
」
の
係
数
推
定
値
の
符
号
は
正
で
一
％
の
水
準
で
統
計
学

的
に
有
意
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
国
レ
ベ
ル
や
グ
ロ
ー
バ
ル

レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
が
よ
り
高
い
人
ほ
ど
、
他
の
変

数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
後
で
、
環
境
保
護
に
関
す
る
政
策
は
、
よ

り
高
次
の
レ
ベ
ル
の
政
府
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
高
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
変
数
「
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
」
の
方
が
変
数

「
国
レ
ベ
ル
」
よ
り
も
ｚ
値
が
大
き
く
、
さ
ら
に
係
数
の
値
も
大
き

い
た
め
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
」
の
影
響
の
方
が
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。
以
上
の
結
果
か
ら
、
仮
説
５
は
支
持
さ
れ
た
と
判
断
で
き

る
。
個
人
レ
ベ
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
の
中
で
は
、「
無
宗
教
」

の
係
数
推
定
値
の
符
号
が
正
で
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
が
、「
英

語
能
力
」
の
係
数
推
定
値
の
符
号
は
負
で
統
計
学
的
に
有
意
で
あ

る
。
特
定
の
宗
教
を
信
仰
し
て
い
な
い
人
ほ
ど
、
よ
り
高
次
の
レ
ベ

ル
の
政
府
に
環
境
保
護
政
策
を
決
め
て
ほ
し
い
と
考
え
る
確
率
が
高

い
が
、
自
分
の
英
語
を
話
す
能
力
が
よ
り
高
い
と
思
っ
て
い
る
人
ほ

ど
、
よ
り
高
次
の
レ
ベ
ル
の
政
府
が
そ
の
政
策
を
決
め
る
べ
き
だ
と

考
え
る
確
率
は
低
い
。
社
会
レ
ベ
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
を
見
て

み
る
と
、「
一
人
あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加
率
」
の
係

数
推
定
値
の
符
号
が
負
で
、
一
％
の
水
準
で
統
計
学
的
に
有
意
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
モ
デ
ル
１
の
結
果
と
整
合
的
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
の
人
々
は
、
自
分
の
国
の
１
人
あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
増
加
率
が
高
く
な
る
と
、
環
境
保
護
政
策
は
よ
り
高
次
の
レ
ベ
ル

の
政
府
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
は
低
く
な
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
よ
り
身
近
な
政
府
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る

確
率
が
高
く
な
る
。「
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
の
係
数
推
定
値
は
正

で
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
り
、「
識
字
率
」
の
係
数
推
定
値
は
負
で

統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。
自
分
の
国
の
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
よ

り
高
け
れ
ば
、
環
境
保
護
政
策
は
よ
り
高
次
の
レ
ベ
ル
の
政
府
が
決

め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
高
く
、
逆
に
識
字
率
が
よ
り
高
け
れ

ば
、
環
境
保
護
政
策
は
よ
り
高
次
の
レ
ベ
ル
の
政
府
が
決
め
る
べ
き

だ
と
考
え
る
確
率
が
低
い
。

表
４
か
ら
表
12
は
、
モ
デ
ル
３
の
結
果
を
表
し
て
い
る
。
ま
ず
、

表
４
に
示
さ
れ
て
い
る
ブ
ル
ネ
イ
の
結
果
か
ら
見
て
み
る
と
、
近

隣
・
国
・
グ
ロ
ー
バ
ル
と
い
う
三
つ
の
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す



119 環境問題と財政連邦制に対する人々の意識 118

（注）＊＊有意水準1%；＊有意水準5%

表3　マルチレベル順序プロビット重回帰

被説明変数 政府のレベル
（順序変数）

説明変数 係数 標準誤差

個人レベル

環境問題
のレベル

近隣レベル 0.03 0.02

国レベル 0.06 0.03 ＊

グローバルレベル 0.08 0.03 ＊＊

生活の質 ― 0.002 0.02

公共支出 ― 0.03 0.02

女性 ― 0.02 0.06

既婚者 0.03 0.05

女性×既婚者 ― 0.06 0.08

年齢 ― 0.001 0.002

最終学歴 0.001 0.03

家計所得 0.04 0.03

居住期間 ― 0.0008 0.001

無宗教 0.30 0.07 ＊＊

英語能力 ― 0.06 0.03 ＊

都市部 0.03 0.04

社会レベル

1人あたり二酸化炭素排出量
の増加率 ― 2.61 0.21 ＊＊

1人あたりGDP 0.00001 0.000002 ＊＊

識字率 ― 0.01 0.006 ＊

大気・水質汚染による
死亡者数 0.00005 0.0001

cut 1 ― 1.08 ― 1.81

cut 2 0.15 0.25

cut 3 0.52 0.87

n 5082

rho 0.025

被説明変数 政府のレベル

説明変数 係数 標準誤差

環境問題
のレベル

近隣レベル 0.16 0.10

国レベル 0.68 0.11 ＊＊

グローバルレベル 0.44 0.12 ＊＊

生活の質 0.15 0.10

公共支出 ― 0.19 0.08 ＊

女性 0.11 0.20

既婚者 0.10 0.20

女性×既婚者 ― 0.15 0.25

年齢 ― 0.01 0.01

最終学歴 0.12 0.10

家計所得 0.05 0.03

居住期間 0.01 0.01

無宗教 0.86 0.30 ＊＊

英語能力 ― 0.08 0.08

地区（基準＝バンダルスリブ
ガワン）

ブルネイ・ムアラ地区 0.35 0.26

ブライト地区 0.29 0.28

ツトン地区 0.35 0.30

テンブロン地区 0.12 0.54

cut 1 4.74 0.83

cut 2 5.57 0.84

cut 3 6.05 0.84

n 572

R2 0.095

表4　順序プロビット重回帰（ブルネイ）

（注）＊＊有意水準1%；＊有意水準5%

被説明変数 政府のレベル

説明変数 係数 標準誤差

環境問題
のレベル

近隣レベル ― 0.02 0.07

国レベル ― 0.07 0.10

グローバルレベル 0.09 0.14

生活の質 ― 0.08 0.06

公共支出 0.002 0.05

女性 ― 0.36 0.25

既婚者 0.01 0.20

女性×既婚者 0.13 0.27

年齢 ― 0.002 0.005

最終学歴 ― 0.001 0.12

家計所得 0.03 0.05

居住期間 0.01 0.005

無宗教 na

英語能力 ― 0.34 0.14 ＊

都市部 0.19 0.15

地域（基準＝山地・台地）

海岸地域 ― 0.58 0.24 ＊

平野地域 ― 0.41 0.18 ＊

トンレサップ湖地域 ― 0.70 0.19 ＊＊

cut 1 ― 1.62 0.69

cut 2 ― 0.51 0.69

cut 3 ― 0.11 0.69

n 512

R2 0.024

（注）＊＊有意水準1%；＊有意水準5%

表5　順序プロビット重回帰（カンボジア）表6　順序プロビット重回帰（インドネシア）

被説明変数 政府のレベル

説明変数 係数 標準誤差

環境問題
のレベル

近隣レベル 0.07 0.07

国レベル 0.35 0.10 ＊＊

グローバルレベル 0.21 0.10 ＊

生活の質 0.18 0.07 ＊

公共支出 ― 0.06 0.06

女性 0.40 0.21 ＊

既婚者 0.05 0.16

女性×既婚者 ― 0.45 0.23

年齢 0.012 0.005 ＊

最終学歴 0.09 0.11

家計所得 ― 0.03 0.04

居住期間 ― 0.01 0.004 ＊

無宗教 na

英語能力 ― 0.27 0.12 ＊

都市部 ― 0.17 0.10

地域（基準＝スマトラ島）

ジャワ島 ― 0.57 0.12 ＊＊

その他 ― 0.26 0.17

cut 1 2.20 0.54

cut 2 3.34 0.54

cut 3 3.83 0.55

n 676

R2 0.074

（注）＊＊有意水準1%；＊有意水準5%
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表
８
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
分
析
結
果
を
表
し
て
い
る
。
三
つ
の
異

な
る
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
表
す
変
数
は
ど

れ
も
統
計
学
的
に
有
意
な
影
響
を
与
え
な
い
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数

の
中
で
は
、
唯
一
、
地
域
ダ
ミ
ー
変
数
の
「
東
マ
レ
ー
シ
ア
」
の
係

数
推
定
値
が
正
で
、
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。
マ
レ
ー
半
島
の
北

部
に
暮
ら
す
マ
レ
ー
シ
ア
人
と
比
較
す
る
と
、
東
マ
レ
ー
シ
ア
に
住

ん
で
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
人
は
、
よ
り
高
次
の
レ
ベ
ル
の
政
府
が
環
境

保
護
政
策
を
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
高
い
。

表
９
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
分
析
結
果
を
表
し
て
い
る
。
三
つ
の
異

な
る
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
表
す
変
数
で

は
、「
近
隣
レ
ベ
ル
」
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
」
の
係
数
推
定
値

が
と
も
に
正
で
、
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。
身
近
な
環
境
問
題
に

対
す
る
意
識
が
高
い
、
あ
る
い
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
問
題
に
対

す
る
意
識
が
高
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
、
よ
り
高
次
の
レ
ベ
ル
の
政
府

が
環
境
保
護
政
策
を
決
定
す
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
高
い
。「
グ

ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
」
が
「
政
府
の
レ
ベ
ル
」
に
正
の
影
響
を
与
え
る

と
い
う
結
果
は
仮
説
を
支
持
す
る
結
果
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変

数
は
、
い
ず
れ
も
統
計
学
的
に
有
意
な
影
響
を
与
え
な
い
。

表
10
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
分
析
結
果
を
表
し
て
い
る
。
三
つ
の

異
な
る
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
を
表
す
変
数
は
い
ず
れ

も
「
政
府
の
レ
ベ
ル
」
に
統
計
学
的
に
有
意
な
影
響
を
与
え
な
い
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
の
中
で
は
、「
生
活
の
質
」
の
係
数
推
定
値
が

負
で
、
統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。
自
分
の
生
活
の
質
が
高
い
と
感

じ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
、
よ
り
高
次
の
レ
ベ
ル
の
政
府
が
環
境

保
護
政
策
を
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
低
い
。
他
の
五
つ
の

政
策
と
比
較
す
る
と
、
相
対
的
に
は
、「
環
境
保
護
」
は
「
州
政

府
・
地
方
公
共
団
体
」
が
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合

が
最
も
高
い
。

表
11
は
、
タ
イ
の
分
析
結
果
を
表
し
て
い
る
。
三
つ
の
異
な
る
レ

ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
表
す
変
数
の
係
数
推
定

値
は
い
ず
れ
も
統
計
学
的
に
有
意
で
は
な
い
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数

を
見
て
み
る
と
、「
年
齢
」
の
係
数
推
定
値
は
負
で
統
計
学
的
に
有

意
で
あ
る
が
、「
都
市
部
」
の
係
数
推
定
値
は
正
で
統
計
学
的
に
有

意
で
あ
る
。
年
齢
の
高
い
タ
イ
人
は
、
よ
り
高
次
の
レ
ベ
ル
の
政
府

が
環
境
保
護
政
策
を
決
定
す
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
低
い
が
、
都

市
部
に
暮
ら
す
タ
イ
人
は
そ
の
よ
う
に
考
え
る
確
率
が
高
い
。

最
後
に
、
表
12
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
分
析
結
果
を
表
し
て
い
る
。
三

つ
の
異
な
る
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
表
す
変

数
の
中
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
」
の
係
数
推
定
値
が
負
で
、

統
計
学
的
に
有
意
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
に
対

す
る
意
識
が
よ
り
高
い
ベ
ト
ナ
ム
人
は
、
よ
り
高
次
の
レ
ベ
ル
の
政

府
が
環
境
保
護
政
策
を
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
が
高
い
。
こ

れ
は
、
仮
説
４
や
仮
説
５
を
支
持
し
な
い
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
の
中
で
は
、「
無
宗
教
」
が
「
政
府
の
レ
ベ

ル
」
に
統
計
学
的
に
有
意
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

（注）＊＊有意水準1%；＊有意水準5%

表7　順序プロビット重回帰（ラオス）表8　順序プロビット重回帰（マレーシア）

（注）＊＊有意水準1%；＊有意水準5%

被説明変数 政府のレベル

説明変数 係数 標準誤差

環境問題
のレベル

近隣レベル 0.21 0.07 ＊＊

国レベル 0.01 0.11

グローバルレベル ― 0.07 0.12

生活の質 0.03 0.08

公共支出 ― 0.002 0.07

女性 0.07 0.22

既婚者 0.30 0.17

女性×既婚者 ― 0.45 0.25

年齢 0.001 0.005

最終学歴 ― 0.07 0.09 

家計所得 0.03 0.03

居住期間 ― 0.003 0.004

無宗教 ― 0.21 0.69

英語能力 ― 0.06 0.13

都市部 0.01 0.13

地域（基準＝北部）

中部 0.26 0.15

南部 0.12 0.13

cut 1 2.20 0.54

cut 2 3.34 0.54

cut 3 3.83 0.55

n 488

R2 0.019

被説明変数 政府のレベル

説明変数 係数 標準誤差

環境問題
のレベル

近隣レベル 0.03 0.07

国レベル 0.07 0.09

グローバルレベル 0.12 0.09

生活の質 ― 0.004 0.06

公共支出 0.021 0.05

女性 ― 0.06 0.17

既婚者 0.10 0.14

女性×既婚者 ― 0.003 0.21

年齢 ― 0.003 0.005

最終学歴 ― 0.01 0.09

家計所得 0.03 0.03

居住期間 ― 0.004 0.004

無宗教 0.40 0.56

英語能力 0.005 0.06

都市部 ― 0.05 0.11

地域（基準＝北部）

南部 0.11 0.15

東部 ― 0.11 0.15

中部 0.22 0.15

東マレーシア 0.46 0.22 ＊

cut 1 0.36 0.52

cut 2 1.69 0.52

cut 3 2.14 0.53

n 579

R² 0.015
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（注）＊＊有意水準1%；＊有意水準5%

表9　順序プロビット重回帰（フィリピン）表10　順序プロビット重回帰（シンガポール）

（注）＊＊有意水準1%；＊有意水準5%

（注）＊＊有意水準1%；＊有意水準5%

表11　順序プロビット重回帰（タイ）表12　順序プロビット重回帰（ベトナム）

（注）＊＊有意水準1%；＊有意水準5%

被説明変数 政府のレベル

説明変数 係数 標準誤差

環境問題
のレベル

近隣レベル 0.15 0.06 ＊＊

国レベル ― 0.07 0.07

グローバルレベル 0.20 0.09 ＊

生活の質 ― 0.05 0.04

公共支出 ― 0.08 0.04

女性 ― 0.23 0.20

既婚者 ― 0.07 0.15

女性×既婚者 0.37 0.23

年齢 ― 0.004 0.004

最終学歴 ― 0.03 0.07

家計所得 ― 0.0002 0.02

居住期間 0.002 0.003

無宗教 na

英語能力 ― 0.03 0.08

都市部 0.02 0.10

地域（基準＝メトロ・マニラ）

ルソン島のメトロ・マニラ
以外 ― 0.14 0.16

ヴィサヤ ― 0.34 0.17

ミンダナオ ― 0.03 0.17

cut 1 ― 0.33 0.48

cut 2 1.33 0.48

cut 3 1.65 0.48

n 746

R2 0.021

被説明変数 政府のレベル

説明変数 係数 標準誤差

環境問題
のレベル

近隣レベル ― 0.03 0.08

国レベル 0.04 0.10

グローバルレベル 0.13 0.08

生活の質 ― 0.29 0.09 ＊＊

公共支出 0.04 0.08

女性 ― 0.41 0.21

既婚者 ― 0.27 0.20

女性×既婚者 0.26 0.25

年齢 ― 0.002 0.006

最終学歴 ― 0.08 0.08

家計所得 0.01 0.02

居住期間 ― 0.01 0.007

無宗教 0.06 0.14

英語能力 ― 0.02 0.07

cut 1 ― 2.28 0.68

cut 2 ― 0.71 0.68

cut 3 ― 0.38 0.68

n 413

R2 0.027

被説明変数 政府のレベル

説明変数 係数 標準誤差

環境問題
のレベル

近隣レベル ― 0.01 0.07

国レベル 0.05 0.09

グローバルレベル ― 0.13 0.10

生活の質 0.02 0.06

公共支出 0.05 0.06

女性 ― 0.15 0.18

既婚者 0.07 0.14

女性×既婚者 0.12 0.20

年齢 ― 0.011 0.005 ＊

最終学歴 0.06 0.07

家計所得 ― 0.0148 0.01

居住期間 0.002 0.004

無宗教 na

英語能力 ― 0.10 0.08

都市部 0.38 0.13 ＊＊

地域（基準＝バンコク市街）

中央部 0.09 0.18

北部 ― 0.65 0.20 ＊＊

北東部 ― 0.15 0.18

南部 ― 0.51 0.20 ＊

cut 1 ― 0.77 0.58

cut 2 0.24 0.58

cut 3 0.72 0.58

n 666

R2 0.036

被説明変数 政府のレベル

説明変数 係数 標準誤差

環境問題
のレベル

近隣レベル ― 0.15 0.09

国レベル ― 0.16 0.14

グローバルレベル ― 0.30 0.11 ＊＊

生活の質 0.08 0.08

公共支出 0.04 0.08

女性 0.11 0.20

既婚者 ― 0.17 0.18

女性×既婚者 ― 0.18 0.24

年齢 0.01 0.006

最終学歴 0.02 0.10

家計所得 ― 0.01 0.02

居住期間 ― 0.002 0.005

無宗教 0.26 0.12 ＊

英語能力 ― 0.10 0.11

都市部 0.04 0.14

cut 1 ― 1.73 0.65

cut 2 ― 0.33 0.64

cut 3 ― 0.10 0.64

n 430

R2 0.031
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ま
と
め

本
稿
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
暮
ら
す
人
々
は
、
環
境
保
護
に

つ
い
て
、
ど
の
レ
ベ
ル
の
政
府
が
そ
の
政
策
を
決
定
す
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
の
か
、
よ
り
身
近
な
環
境
問
題
へ
の
意
識
が
高
い
人
は

地
方
公
共
団
体
と
い
っ
た
よ
り
身
近
な
政
府
が
解
決
す
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
の
か
、
国
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
へ
の
意
識
が
高
い
人
は

国
が
解
決
す
べ
き
だ
と
考
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ

ル
な
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
へ
の
意
識
が
高
い
人
は
よ
り
高
次
な
レ
ベ

ル
の
政
府
、
例
え
ば
、
国
際
連
合
が
解
決
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る

の
か
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ビ
ッ
ト
回
帰
式
を

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
実
施
さ
れ
た
最
新
の
世
論
調
査
結
果
に
あ
て
は
め
て

分
析
し
た
。

被
説
明
変
数
が
、「
州
政
府
・
地
方
公
共
団
体
」、「
国
」、「
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
や
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
よ
う
な
地
域
的
な
国
際
機
関
」、
そ
し
て
、

「
国
際
連
合
」
と
い
う
値
を
取
る
順
序
変
数
で
あ
る
と
考
え
た
マ
ル

チ
レ
ベ
ル
順
序
プ
ロ
ビ
ッ
ト
重
回
帰
分
析
で
は
、
仮
説
を
支
持
す
る

結
果
が
得
ら
れ
た
。

被
説
明
変
数
が
二
値
デ
ー
タ
だ
と
考
え
た
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
・
プ
ロ

ビ
ッ
ト
重
回
帰
分
析
で
は
、「
州
政
府
・
地
方
公
共
団
体
」、「
国
」、

そ
し
て
、「
国
際
連
合
」
を
被
説
明
変
数
と
す
る
回
帰
式
の
推
定
で

仮
説
を
支
持
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
仮
説
の
主
張
と
矛
盾
し
な
い
分

析
結
果
が
得
ら
れ
た
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
の
中
で
は
、
信
仰
す
る
宗
教
を
持
た
な
い
こ

と
や
、
生
活
の
質
の
高
さ
、
英
語
を
話
す
能
力
な
ど
が
、
従
属
変
数

に
統
計
学
的
に
有
意
な
正
や
負
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

性
別
や
年
齢
と
い
っ
た
社
会
学
的
属
性
に
つ
い
て
は
、
国
別
分
析
で

は
統
計
学
的
に
有
意
な
違
い
を
も
た
ら
す
と
い
う
分
析
結
果
も
あ
っ

た
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
規
定
要
因
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

社
会
レ
ベ
ル
の
変
数
の
中
で
は
「
一
人
あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
増
加
率
」
が
統
計
学
的
に
有
意
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
人
々
は
、
自
国
の
一
人
あ
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
増
加
率
が
高
く
な
る
と
、
他
の
変
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た

後
で
、
環
境
保
護
政
策
は
州
政
府
・
地
方
公
共
団
体
が
決
め
る
べ
き

だ
と
考
え
る
確
率
が
高
く
な
る
が
、
逆
に
、
一
人
あ
た
り
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
増
加
率
が
高
く
な
る
と
、
環
境
保
護
政
策
は
国
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
地
域
的
な
国
際
機
関
、
あ
る
い
は
、
国
際
連
合
が
決

め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
確
率
は
低
く
な
る
と
い
う
分
析
結
果
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
人
々
は
、
一
人
あ
た
り
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
増
加
の
問
題
は
、
最
も
身
近
な
政
府
が
決
め
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

国
別
の
回
帰
分
析
で
は
、
ブ
ル
ネ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
そ
し
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、
仮
説
を
支
持
す
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

住
ん
で
い
る
地
域
も
重
要
な
規
定
要
因
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

「低」（=1） 「中」（=2） 「高」（=3）

ブルネイ 「1,000ブルネイ・ドル以下」と
「1,001～2,000ブルネイ・ドル」

「2,001～3,000ブルネイ・ドル」
から「4,001～5,000ブルネイ・ド
ル」

「5,001～6,000ブルネイ・ドル」
から「20,000ブルネイ・ドルより
多い」

カンボジア

「0～20,000リエル
（US$0～US$5）」から
「200,001～400,000リエル
（US$50.01～US$100）」

「400,001～1,200,000リエル
（US$100.01～US$300）」と
「1,200,001～2,000,000リエル
（US$300.01～US$500）」

「2,000,001～4,000,000リエル
（US$500.01～US$1,000）」と
「4,000,000リエルより多い
（US$1,000より多い）」

インドネシア「600,000ルピア以下」と
「600,001～900,000ルピア」

「900,001～1,250,000ルピア」と
「1,250,001～1,750,000ルピア」

「1,750,001～2,500,000ルピア」
から「3,500,001ルピアかそれ以
上」

ラオス 「500,000キープ以下」と
「500,001～1,000,000キープ」

「1,000,001～1,500,000キープ」
から「2,000,001～3,000,000キー
プ」

「3,000,001～4,000,000キープ」
から「20,000,000キープより多
い」

マレーシア 「1,000リンギット以下」と
「1,001～2,000リンギット」

「2,001～3,000リンギット」と
「3,001～4,000リンギット」

「4,001～5,000リンギット」から
「500,000リンギットより多い」

フィリピン
「3,000フィリピン・ペソ以下」
か ら「15,001～20,000フィリピ
ン・ペソ」

「20,001～25,000フィリピン・ペ
ソ」から「45,001～50,000フィリ
ピン・ペソ」

「50,001～60,000フィリピン・ペ
ソ」から「200,001フィリピン・ペ
ソ以上」

シンガポール
「所得なし」「1,000シンガポー
ル・ドル以下」「1,001～2,000シ
ンガポール・ドル」

「2,001～3,000シンガポール・
ドル」から「4,001～5,000シンガ
ポール・ドル」

「5,001～6,000シンガポール・ド
ル」から「15,000シンガポール・
ドルより多い」

タイ 「5,000バーツより少ない」 「5,000～5,999バーツ」から
「12,500～14,999バーツ」

「15,000～17,499バーツ」から
「60,000バーツ以上」

ベトナム 「200万ドンより少ない」と
「200万～300万ドン」

「300万～400万ドン」から
「600万～700万ドン」

「700万～800万ドン」から
「2000万ドンより多い」

付表１　変数「家計所得」のコーディング

（注）ミャンマーは分析に含まれないので省略
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変数 n 平均 標準偏差 最小 最大

政府のレベル

州政府・地方公共団体 8905 0.4 0.5 0 1

国 8905 0.4 0.5 0 1

地域的な国際機関 8905 0.1 0.3 0 1

国際連合 8905 0.1 0.3 0 1

順序変数 8905 1.9 1.0 1 4

環境問題意識
のレベル

近隣レベル 9792 2.9 0.8 1 5

国レベル 7122 3.7 0.6 1 5

グローバルレベル 7060 3.2 0.6 1 4

生活の質 10109 3.5 0.9 1 5

公共支出 8957 3.8 0.8 1 5

女性 10110 0.5 0.5 0 1

既婚者 10110 0.0 0.4 0 1

女性×既婚者 10110 0.4 0.5 0 1

年齢 10110 39.0 12.8 20 69

最終学歴 10082 1.7 0.8 1 3

家計所得 9540 1.7 0.7 1 3

居住期間 10038 18.3 14.5 0 69

無宗教 10060 0.1 0.3 0 1

英語能力 10062 1.8 1.0 1 4

都市部 10110 0.5 0.5 0 1

1人あたり二酸化炭素排出量の増加率 10110 0.06 0.12 ― 0.078 0.359

1人あたりGDP 10110 9417.4 14044.7 533 37971

識字率 10110 87.7 7.3 73 92.7

大気・水質汚染による死亡者数 10110 496.4 384.2 0 1304

付表２　マルチレベル回帰分析に用いる変数の記述統計


